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初動対応
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災害対策本部会議 消防団・自衛隊・警察・消防本部等による合同捜索会議

初動対応経緯の主要な部分を以下に示します。

初動対応の経過

浸水の進行状況

市街部への浸水が最も厳しかった、２０２０（令和２）年７月４日午前８時～１０時３０分の状況を以下に示し

ます（国土交通省の資料より）。
7月3日
（金）

2
0
2
0（
令
和
2
）年

7月4日
（土）

7月5日
（日）

午 前11 時 2 8 分
午 後  4 時 0 0 分
午 後  4 時 5 0 分
午 後  5 時 3 0 分
午 後  9 時 3 9 分
午 後  9 時 5 0 分

午 後11時 0 0 分

午 前  4 時 0 0 分

午 前  4 時 5 0 分

午 前  5 時 1 5 分

午 前  6 時 2 0 分
午 前  6 時 3 4 分

午 前  6 時 4 7 分

午 前  6 時 5 5 分
午 前  7 時 4 2 分

午 前  8 時 5 5 分

午 前  9 時 3 0 分
午 前11時 5 0 分

午 後  3 時 3 0 分 以 降

午 後  9 時 0 0 分

午 前  7 時 3 0 分

大雨注意報発表
球磨川タイムライン会議
洪水注意報発表
第 1 回災害対策本部会議開催 → 情報収集継続
大雨警報（土砂災害）発表
土砂災害警戒情報発表

避難勧告発令（土砂災害）（東間校区・大畑校区）
指定避難所 3 カ所開設

（線状降水帯発生、降水量増大・継続、球磨川水位上昇）

避難勧告発令（洪水：市内全域） 避難所開設（5 カ所追加）
球磨川氾濫危険水位超過
大雨特別警報（土砂災害）発表

避難指示（緊急）発令（洪水：市内全域）
命を守る行動の呼びかけ（市長による呼びかけ）
全指定避難所開設（東西コミセン、西瀬コミセン以外）

県に対して自衛隊の派遣要求
中神町大柿救助事案入電（消防本部）、午後６時 10 分まで救助活動

下薩摩瀬町救助事案入電（消防本部）、午後４時 30 分まで救助活動
（その他救助事案多数）
宝来町（壱番館前）越水との情報
緊急消防援助隊へ派遣要求

市房ダム緊急放流実施との情報
命を守る行動の呼びかけ（市長による呼びかけ）
市房ダムは放流見合わせとの情報
大雨特別警報→大雨警報へ

既に救助活動、避難所運営等が開始されていたが、これ以降は、それらの
継続とともに、人材受入、医療・保健活動の充実、災害状況把握等の次の
ステージへ

消防団・自衛隊・警察・消防本部等により合同捜索会議実施

第 2 回災害対策本部会議開催

日付 時 刻 経 過 情 報

㻠㻙䐧㻝㻜䠖㻝㻡㡭 ஑᪥⏫ᮐ䝜㎷஺ᕪⅬ
ỏ℃Ỉ఩䝢䞊䜽௜㏆

㻟㻙䐣㻥䠖㻠㻞 㟷஭㜿⸽⚄♫
ỏ℃Ỉ఩᥎ᐃ䝢䞊䜽
⌫☻ᕝ䛻ᘬ䛝ᡠ䛧䛜ጞ䜎䜛

㻟㻙䐠㻥䠖㻟㻜㡭 ᒣ⏣ᕝỈ఩᥎ᐃ䝢䞊䜽
Ἑᕝ䜹䝯䝷

㻟㻙䐟㻤䠖㻠㻤 ஧᪥⏫䠄஺␒௜㏆䠅
ỏ℃Ỉ䛜すഃ䛻⃭䛧䛟ὶୗ

㻟㻙䐢㻤䠖㻜㻠 㟷஭㜿⸽⚄♫ ⚚ᶫỈἐ

ᅗ୰䛾ᾐỈ῝䛿
䡞㻥㻦㻜㻜䡚㻝㻜㻦㻜㻜㡭䡟䛾᝿ᐃ

䈜ᐇ⦼᭱኱‣Ỉ῝
䠄➨୍ᅇ᳨ドጤဨ఍㈨ᩱ䜘䜚䠅

ᆅ┙㧗㼀㻚㻼㻚㻝㻜㻟㻚㻤㼙㻔㻸㻼䝕䞊䝍㻕 㻗㻌‣Ỉ῝㻠㼙㻔ドゝ㻕㻌㻩㻌‣Ỉ఩㼀㻚㻼㻚㻝㻜㻣㻚㻤㼙

㻠㻙䐟㻝㻜䠖㻝㻡㡭 ⌫☻ᕝ䚸ᒣ⏣ᕝ
ỏ℃Ỉ఩᥎ᐃ䝢䞊䜽

㻠㻙䐣 㻝㻜䠖㻞㻞
ỏ℃Ỉ䛿⁫␃䛧ື䛝䛺䛧 㻟㻙䐤㻥䠖㻟㻝 㘫෬ᒇ⏫

ᒣ⏣ᕝᾐỈᣑ኱䛿Ṇ䜎䜛
㻟㻙䐡㻥䠖㻟㻝 㘫෬ᒇ⏫
ᒣ⏣ᕝᾐỈᣑ኱䛿Ṇ䜎䜚䚸
⌫☻ᕝ䛾ᾐỈᣑ኱୰

実績最大浸水深
（第1回検証委員会資料より）

図中の浸水深は
「9:00～10:00頃」の想定

（国土交通省：第 2 回 令和 2 年 7 月球磨川豪雨検証委員会資料より）
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現場付近の様子 浸水被害にあった建物

屋外階段へ避難 現場付近の様子

7月3日午後0～8時台

７月３日午後9～11時台

７月３日時間不明

７月4日午前０～２時台

７月４日午前３時台

７月４日午前４時台

７月４日午前５時台

７月４日午前６時台

７月４日午前７時台

７月４日午前８時台

７月４日午前９～１２時台

７月４日時間不明

雨の降り方が激しかった
近くまで浸水してきた
近くで冠水し始めた

近くの河川が氾濫したり、しそうだった
近くで土砂災害が発生したり、しそうだった

人吉市が避難勧告を発生した
人吉市が避難指示（緊急）を発令した

気象庁が土砂災害警戒情報を発表した
気象庁が洪水警報を発表した

気象庁が大雨特別警報を発表した
防災行政無線の避難の呼びかけ

広報車の避難の呼びかけ
消防職員・消防団・役所職員の避難の呼びかけ

町内会・近所の人の避難の呼びかけ
家族・友人・知人の避難の呼びかけ

テレビやラジオの情報
テレビでのライブカメラの映像

インターネットの情報
インターネットのライブカメラの情報
防災情報を配信するメールでの情報
近所の人が避難をしているのを見た

その他
無回答
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※無回答除く n=2220

n=3332

危険なことが起こるかもしれないと思った〈時間帯〉

危険なことが起こるかもしれないと思った〈きっかけ〉

市では、球磨川の浸水エリアの全世帯を対象として、今回の水害時の避難行動等に関する住民アンケートを実施

しました。その結果のうち、代表的な内容として「危険なことが起こるかもしれないと思った〈時間帯〉と

〈きっかけ〉」に関する回答結果を次に示します。

住民の多くは、午前５時１５分の避難指示（緊急）発令や午前５時頃の冠水開始、午前６時頃の山田川からの浸水

開始及び降雨の激しさで、「危険なことが起こるかも知れない」と思われ、避難行動に繋がったと推定されます。

住民の行動

○ 消防の活動
［ 紺屋町での事例 ］
球磨川の氾濫により、浸水した建物に取り残された要救助者をラフティングボードにて救出、ビルの屋外階

段等へ一時避難させました。

救助・捜索活動

救助・捜索活動には、警察（他県応援含む）・消

防（緊急消防援助隊・県内消防相互応援協定含

む）・自衛隊のほか、海上保安庁や日本レスキュー

協会（捜索犬）など、民間団体を含め全国規模の活

動支援をいただきました。

関係機関別に見た救助・捜索活動にあたった延べ

人数は、海上保安庁２,３６５人、自衛隊４,５９０

人、人吉下球磨消防組合１,７０５人、緊急消防援助

隊及び近隣消防相互応援隊１,８７８人、ラフティン

グ協会約２０人の合計１０,５５８人でした（令和２

年１１月１０日時点）。

７月４日午後９時から、自衛隊・警察・消防・消

防団による合同捜索会議を開催し、５日午前７時か

ら合同捜索を行い、６日以降１３日まで自衛隊・警

察・消防（他県・緊急消防援助隊含む）による捜索

を行っていただきました。

発災後、警察・消防を含め情報通信（固定電話・

携帯電話・インターネット回線）が混雑・途絶し、

救助・救出を求める連絡体制が取れない時間帯が生

じました。また市内の広範囲が浸水し、救助活動に

ボートが必要なことから、球磨川ラフティング協会

に直接要請し、人命救助活動を行っていただきまし

た。

以下、人吉下球磨消防組合消防本部の活動記録や

熊本県の報告書を参考にしながら、救助・捜索活動

の一端を写真で紹介します。
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孤立者救助 人命救助

入浴支援 道路啓開

物資搬送 行方不明者捜索

要請があった要救助者宅 救出後の要請者宅

集落センターの屋根に一時避難 ボートにて救出

警察による救助活動その 1 警察による救助活動その 2

［ 中神町大柿地区での事例 ］
中神町大柿地区で浸水している住宅２階に避難できず取り残されているとの情報に対応しました。

○ 陸上自衛隊の活動
陸上自衛隊は、７月４日午前５時３６分に熊本県知事から災害派遣要請を受け、熊本県全体で、8 月 7 日ま

で現地活動従事者延べ９８,３８７人、車両延べ１２,６０２台、航空機延べ８７機で対応しました。

○ 警察の活動
人吉警察署では、救助活動で使用できるボートが足りない状況でしたが、ラフティング業者と連携すること

で、孤立した住民を救助しました。
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被災調査の人吉市長への報告（７月 14日） 人吉市での緊急排水（７月４日）

村山公園での海保ヘリの離着陸 救助隊員のホイスト（つり上げ）投入

球磨川と山田川合流地点 消防本部周辺

青井阿蘇神社周辺 下薩摩瀬町の堤防越流状況

西瀬橋流出箇所調査状況 路面清掃

○ 海上保安庁の活動
海上保安庁は、人吉市や人吉下球磨消防組合と協力しながら薩摩瀬町等において、ヘリコプターによる救助

活動等を行いました。

他にも、緊急消防援助隊や近隣消防による活動、熊本県消防相互応援協定に伴う応援活動、航空小隊（消防）の

活動、海上自衛隊の活動、航空自衛隊の活動、警察による災害警備活動（救助以外）が行われました。

○ 国土交通省
国土交通省は、発災直後は、球磨川流域の２市５町５村へのリエゾン（災害対策現地情報連絡員）が被災自

治体との窓口となり、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）が河川施設・道路施設・砂防施設等の流域
全体の被災状況を把握するとともに、２カ所の堤防決壊箇所の緊急復旧やポンプ車による排水作業、道路上に
覆い被さる崩落した土砂の撤去や側溝・塵芥の清掃など、いち早く本格的な復旧に向けての第一歩として多方
面にわたって活動しました。
このような発災後の取り組みや甚大な被害状況を後世に残すため、国土交通省では、令和２年７月豪雨災害

に関する専用のホームページを開設するとともに、「令和２年７月豪雨　球磨川水害対応記録」という冊子
を発行されています。

○ 熊本県
初動対応を含む熊本県の対応全般は、「熊本県：令和２年７月豪雨　熊本県はいかに動いたか、ぎょうせ

い、令和３年１２月２８日　第１刷発行」に詳細にとりまとめられています。ここでは、詳細は省略させて頂
きます。

国土交通省・熊本県の初動対応

（〈写真〉国土交通省：令和 2年 7月豪雨球磨川水害対応記録より）
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スポーツパレスでの検温等 人吉西小学校避難所

スポーツパレス避難所（７月４日午前６時） スポーツパレス避難所（７月３０日撮影）

7月4日

大畑コミセン

保健センター

東間コミセン

西瀬コミセン

スポーツパレス

中原コミセン

人吉東小

東西コミセン

球磨工業高校

西瀬小

第一中

第二中

人吉西小

東間小

大畑小

中原小

人吉高校

合　計

200 

130 

100 

100 

1,000 

100 

400 

250 

250 

300 

400 

600 

250 

300 

300 

300 

450 

5,430 
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67

267
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167

200
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200

300

3,620 

27
（7/6 22：00）

70
（7/11 22：00）

29
（7/6 11：00）

6
（7/4 5：00）

836
（7/17 14：00）

96
（7/13 14：00）

71
（7/22 14：00）

0

160
（7/4 23：00）

31
（7/13 22：00）

72
（7/4 10：00）

140
（7/7 20：00）

106
（7/4 14：00）

8
（7/4 8：00）

0

51
（7/15 14：00）

36
（7/4 10：00）

1,904（※）

指定避難所名

受 入
可 能
人 数
（A）

コ ロ ナ
感染症を
考慮した
受 入 可
能 人 数

（Aの2/3）

令和2年
7月豪雨
における
最 大 避
難 者 数

開 設・閉 鎖 状 況（ 〇：指 定 避 難 所 開 設 　 ／：指 定 避 難 所 閉 鎖 ）

7月3日

23:00 4:00 5:15 11:00 15:00 19:00 10:00 16:00 10:00 ― ― ― ― ― ― ― ― 16:00

7月6日 7月7日 7月8日 7月12日 7月14日 7月19日 7月26日 10月11日 10月26日 10月27日 10月30日 12月28日 日付

避難者数の推移（7月 4日～9月 30日）

指定避難所の開設・閉鎖一覧

7月 8月 9月

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

人吉高校

球磨工業高校→人吉西小

人吉東小

大畑コミセン

第一中

保セ→人吉東小

東間小

東間コミセン→保健センター

第二中

ＳＰ（スポーツパレス）

中原小

中原コミセン→中原小

西瀬コミ→西瀬小

東西コミ→球磨工→第二中・人吉西小

人
数

4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 4321 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 4321 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

申し出なしに、避難所を出た
人数が反映されていない期間

極端に人数が減少しているのは、
避難所に出入りする人数の集計
方法を統一し正確な人数把握が
可能になったため

※同時開設における最大避難者数は、7月11日14時の1,258人。（福祉避難所の避難者も含めると、1,263人。）
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○ ／凡例 ：開  設 ：閉  鎖

今回の豪雨災害において最大で１５カ所の指定避難所を開所しました。避難者数の最大は、２０２０（令和２）年

７月１１日の１,２６３名で、最も避難者が多かった避難所は、スポーツパレスの８３６人（７月１７日）でした。

なお、９月３０日から、被災した旅館・ホテルを避難所として活用した「旅館ホテル避難所」も開設しました。

避難所は、避難者数がゼロもしくは集約可能な段階で閉鎖していきました。指定避難所の最終の閉鎖は、スポー

ツパレスの１２月２８日となりました。「旅館ホテル避難所」の閉鎖は１２月３１日となり、一部、翌年（２０２

１年）の１月２５日まで延長しました。

指定避難所の避難者数の推移を以下に示します（１０月１日以降は省略）。下記のグラフに段差が認められます

が、この理由は、当初、スポーツパレスにおいては人数集計方法が統一できなかったためです。

なお、避難所における新型コロナ感染症対策としては、発災直後は、三密をほとんど守れていない状況でしたが、

避難者へ首掛け式の名札を下げてもらい、避難者以外の出入りを制限しました。また、体温測定、手指消毒、マスク

着用、ソーシャルディスタンスの確保の徹底と共同空間であることをお願いしました。

避難所の開設・運営・避難者数
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避難所での運動教室 仮設住宅での運動教室

避難所での災害支援ナース 救護所での情報共有

災害廃棄物仮置場

避難者の多くはずぶ濡れで、低体温の心配をしました。着替えや保温のためのアルミシートなどが不足していまし
た。また、薬を持たず（多くは、何も持たず）に避難されている方が多い状況でした。日赤から必要な物資の提供に
ついて問い合わせがあるも、避難者の多いスポーツパレス避難所は（他の避難所も）人数把握ができていないような
状況で、必要な薬の量や種類が把握できませんでした。
このような状況の中でしたが、医療・保健活動としては、避難所との連絡調整（個別ケースへの対応・必要物品

の手配）や人吉保健所への状況報告・情報共有を行いました。また、医療担当（保健師）は、避難者の多いスポー
ツパレス避難所等に配置、活動しました。
医療・保健衛生活動は、上記の発災直後の活動（フェーズ０と呼ばれます）から、緊急対策期（フェーズ１）、

応急対策期（フェーズ２・３）、復旧・復興対策（フェーズ４）と対応しました。

医療・保健衛生活動

発災当時に発生した被災家屋等からの片付けごみに関しては、
他市等からの応援も含めローラー作戦を展開し、被災家屋前から
災害廃棄物仮置場（人吉中核工業団地）まで搬入することができ
ました。また、災害廃棄物仮置場においては、発災当時は混乱し
ましたが、単一品目を優先的に搬入する「ファストレーン」を設
置することで、車両の渋滞緩和と選別時間の短縮を図ることがで
きました。
災害廃棄物の処理全般に関しては、環境省、熊本県、熊本市他

自治体、自衛隊、熊本県トラック協会、人吉市清掃事業者、災害
ボランティアの皆さまなど、多大な支援をいただきました。

災害廃棄物の処理

まずは、避難所以外の被災者状況を把握することが必要でした。
住家被害認定調査については、熊本市職員の提案を全面的に受け、被害状況の把握、被災システムの導入、資機

材の確保等であることを市内部で理解し業務に当たりました。システムに関しては、西原村の職員にお越しいただ
き、関係各課にシステム操作方法等について説明会を行いました。調査準備・現地調査・システム入力・チェッ
ク・翌日調査準備等が十分追い付かない状況でしたが、り災証明交付は８月１日より行いました。

在宅被災者の把握・住家被害認定調査・り災証明書の発行

被災された方に対しは、以下に示すような様々な支援策を行いました（令和４年６月１日現在）。

1．り災証明書（住家）の発行 ※店舗兼住宅を含む
2．被災証明書（住家以外）の発行
3．災害弔慰金の支給
4．災害障害見舞金の支給
5．被災者生活再建支援金の支給  
6．災害義援金の支給
7．災害義援金（修理世帯）の支給
8．母子父子寡婦福祉資金貸付の償還の猶予
9．リバースモーゲージ利子助成（住まい再建支援策）

10．自宅再建利子助成（住まい再建支援策）
11．民間賃貸住宅入居助成（住まい再建支援策）
12．公営住宅入居助成（住まい再建支援策）
13．転居費用助成（住まい再建支援策）
14．災害公営住宅の整備
15．建設型応急住宅（木造仮設住宅）の市営住宅としての提供
16．人吉市営単独住宅の提供
17．住宅資金の貸付
18．災害復興住宅融資

19．被災宅地復旧に対する支援
20．被災私道復旧に対する支援
21．被災住宅用地に対する固定資産税・都市計画税の特例
22．被災代替家屋に対する固定資産税・都市計画税の特例
23．被災代替償却資産に対する固定資産税の特例
24．国民健康保険医療費の一部負担金（窓口負担）の免除 ･還付　
25．後期高齢者医療費の一部負担金（窓口負担）の免除･還付
26．国民年金保険料の免除
27．各種証明書の交付手数料の免除
28．就学援助について
29．「国の教育ローン」の災害特例措置
30．被災した森林作業道の自立復旧に対する補助
31．被災文化財（指定文化財及び国登録文化財）の復旧支援
32．地域コミュニティ施設等の再建支援
33．消費生活相談
34．こころの健康相談
35．被災者支援無料法律相談窓口

被災者生活支援・すまい再建等の支援策の実施

・医師会
・県看護協会（災害支援ナース）
・歯科医師会
・日赤救護班
・ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）
・ＤＣＡＴ（災害派遣福祉チーム）

ご支援に感謝申し上げます。その他、大勢の皆さまにご支援、ご協力をいただきました。

○ 保健・医療活動に関する支援団体
・ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）
・ＤＨＥＡＴ（災害時健康危機管理支援チーム）
・ＪＲＡＴ（一般社団法人日本災害リハビリテーション支援協会）
・ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）
・ジャパンハート
・熊本市派遣チーム　　など
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建設型応急住宅（外観） 建設型応急住宅（室内）

ボランティア活動の一例 地域支え合い活動の一例

すまいを失われた方のために、熊本県の支援を受けて仮設住宅の準備を進めました。仮設住宅は、建設型応急
住宅と賃貸型応急住宅の２種類があります。建設型応急住宅として１３カ所、３８０戸を建設しました。

仮設住宅の建設

○ 市民課の窓口業務
市民課では、証明発行・郵送請求・公用申

請に係る業務・住民異動届業務・戸籍届業務
及び印鑑登録業務の窓口業務を担当していま
すが、これらの業務は、災害事務を優先しな
がらも、７月６日（月）より徐々に実施して
いきました。　

○ 保険年金課の窓口業務
健康保険証等について、被災していない市民を含

め多くの問合せがありました。
特に、一部負担金の猶予免除に関する問合せは、

国保・社保に関わらず、市民・医療機関等から問合
せが殺到しました。殺到する問合せに対応する人員
等が不足し、必ずしも適切な対応ができない状況が
発生しました。また、人員不足により一部負担金減
免等の災害関連事務が遅延しました。

当時の市役所窓口業務を一部紹介

○ 応急給水の実施・水道施設の応急復旧
２０２０（令和２）年７月４日午後には、

断水情報や他市から応援給水車派遣の情報が
入ってきたことから、５日から７月３１日ま
でを期間として応急給水計画を策定し、随時
見直しを進めながら応急給水、水道施設の応
急復旧を行いました。

○ 下水道施設に関する緊急対応等
２０２０（令和２）年７月４日午前０時過ぎから

下水道班担当職員が出動し、維持管理業者と連携し
た事前対応や現場確認等を実施しました。その後、
災害協定に基づく日本下水道事業団の支援や国・
県・県内各自治体・関係機関等の協力により、被害
状況の調査や応急措置等の初期対応を行いました。

水道・下水道設備の緊急対応

災害ボランティアセンターは、東間コミュニティセンターを借用
することができ、２０２０（令和２）年７月１０日に開設すること
ができました。
開設当初から同年１０月１９日までは、球磨村との合同センター

として活動しました。
２０２１（令和３）年３月、「人吉市災害復興ボランティアセン

ター」へと移行し、２０２２（令和４）年３月３１日の閉所日まで
活動しました。
また、被災した方々の一日も早い生活再建をめざして、訪問・相

談・生活支援、地域交流等の総合支援を行う「地域支え合いセン
ター」を、令和２年１０月３０日に設置し運営を開始しました。

災害ボランティア及び地域支え合い運営センターの活動

■ ニーズ受付数 ‥‥‥‥ １,１５３ 件

■ 完了件数 ‥‥‥‥‥‥‥ ７６７ 件

■ キャンセル数 ‥‥‥‥‥ ３８６ 件

■ 保留・活動中 ‥‥‥‥‥‥‥ ０ 件

■ 活動日数 ‥‥‥‥‥‥‥ １２６ 日

■ ボランティア数 ‥‥ １９,３３１ 人

（Ｒ４.３月末現在）

活 動 実 績

発災直後、電話回線やインターネッ
ト回線が途絶え、災害対策本部が混乱
する中、情報連絡員や行政体制調査・
支援チームの迅速な派遣により、熊本
地震を踏まえた助言や提案、組織の在
り方、被災市区町村応援職員確保シス
テムにより派遣された総括支援チーム
（熊本市）との連携など、様々に支援
をいただきました。
県職員の派遣については、被災市区町

村応援職員確保システムにより補充でき
なかった派遣職員を速やかに派遣してい
ただき、行政体制調査・支援チームの役
割は大変大きいものでした。

人的支援（受援）の実態

災害派遣（長期）の自治体名

横手市
岡山県
下関市
鎌倉市
小林市

玉名市
金沢市
熊本県
熊本市
多久市

大町町
鹿児島市
泉佐野市
豊中市
徳島県

福岡市
別府市
北茨城市
北九州市
和歌山県

横浜市
岡山県
下関市
鎌倉市
小林市

宮崎市
京都市
熊本県
熊本市
鹿児島市

西米良村
泉佐野市
豊中市
鳥羽市
都城市

徳島県
福岡市
北九州市
和歌山県

横浜市
岡山県
小林市
京都市

熊本県
熊本県 ※人事交流

熊本市
鹿児島市

泉佐野市
台東区
徳島県

福岡市
北九州市
和歌山県

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

自 治 体 名年度
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西瀬橋の仮橋の完成 仮橋を通る児童

○ 西瀬橋の応急復旧
西瀬橋は、県が管理している橋りょうですが、国の代行事業により応急組立橋を活用した仮橋の架設作業が

進められ、被災から２カ月後の２０２０（令和２）年９月４日午前６時３０分に開通し、当日は西瀬小に通学

する児童や開通を喜ぶ市民で賑わいました。

○ 道路に関する権限代行
道路・河川の応急復旧・本復旧については、今般の災害では、令和２年５月の道路法改正後、初適用となっ

た権限代行により、被災した道路や河川の災害復旧工事などを迅速かつ集中的に進め、より一層、地域の復

興・再生に向けての取組が実施されています。

　以下には、権限代行で実施されている道路のうち人吉市に関する部分のみを示します。

【県管理国道】１路線　約５０ｋｍ

　　熊本県　一般国道２１９号（鎌瀬橋含む）　八代市渡町字塘外～人吉市相良町字一丁田

【　県　道　】

　　熊本県　主要地方道１５号人吉水俣線（西瀬橋含む）　人吉市相良町字一丁田～人吉市矢黒町字西ノ園

【 市町村道 】

　　人吉市市道　中神大柿線（天狗橋）　人吉市中神町字大柿字池ノ口～人吉市中神町字馬場字別府

○ 市道・市管理河川の復旧（令和３年１１月８日時点）

道路・河川の応急復旧

農地や農業用施設の災害復旧状況の代表的な写真を以下に示します。

農地や農業用施設の災害復旧

・天狗橋は現在復旧方針を検討しています。
・その他の道路、橋りょう、河川は令和４年度中の復旧完了を目指し取り組みを進めてまいります。

道　路 橋りょう 河　川

災害復旧事業対象

令和３年９月末時点 発注率

復旧完了箇所

３８ カ所

９７ ％

２０ カ所

５ カ所

６０ ％

２ 橋

１２ カ所

９２ ％

４ カ所
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道路・河川等の復旧状況
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1

２０２０（令和２）年９月に策定した人吉市復興

基本方針（以下「基本方針」という。）では、本市

が復旧・復興を進めていく上での基本方針として、

「安全・安心な地域づくりに向けた復興」「未来へ

の希望につながる復興」「市民一丸となって取り組

む復興」を掲げています。

この基本方針に基づき、今後取り組むべき復旧・

復興の基本施策を体系的にまとめ、着実に復旧・復

興へ向けて力強く前進するための指針として、人吉

市復興計画（以下「復興計画」という。）を策定、

２０２１（令和３）年３月に発表しました。

復興計画の策定に当たっては、基本方針を踏まえ

た上で、市の最上位計画である第６次人吉市総合計

画（以下「総合計画」という。）との整合性を図る

とともに、人吉市まち・ひと・しごと創生総合戦略

に掲げる人口減少問題や地方における安定した雇用

の創出など、喫緊の課題にも引き続き取り組みま

す。

人吉市復興計画（第一期）の策定

～希望ある復興を目指して～
球磨川と共に創るみんなが安心して住み続けられるまち

復興の将来像（復興ビジョン）

住まいに被害を受けた方々が、一日も早く被災前の日常を取り戻せるよう、安定した住まい
の再建・確保に取り組みます。また、災害廃棄物の処理や被災家屋の解体などによって生活環
境を回復するとともに、被災者に寄り添い、心と身体のケア等のきめ細かな支援を行います。
加えて、誰もが住み慣れたこの人吉で安心して暮らせるよう、市民と関係機関が協働・連携し
てコミュニティの再生を図ります。

被災者のくらし再建とコミュニティの再生

被災した中小企業者や農林水産業者等の施設・設備の復旧をはじめとした一日も早い再建に

向けて国や県と連携し、きめ細かな支援に取り組みます。復旧・復興にあたっては、これまで

培ってきた地域資源や技術、ノウハウをさらに磨き上げるとともに、豊かな自然と歴史・文化

の魅力を再発信し、強い地域経済の再生及び地域の持続的発展に繋げます。

力強い地域経済の再生

甚大な被害を受けた道路、橋梁、上下水道、河川等の公共施設や農林水産の産業基盤につい

て、早期復旧に取り組みます。また、緑の流域治水を前提として、国や県、関係機関と連携

し、避難体制の再構築や災害の教訓を未来へ伝え続ける防災教育等に取り組み、地域防災力を

向上させ、災害に負けないまちづくりを進めます。

災害に負けないまちづくり

復興
施策

2

復興
施策

3

復興
施策

安全・安心な地域づくりに向けた復興1

未来への希望につながる復興2

市民一丸となって取り組む復興3

基本方針

基本
構想

第6次人吉市総合計画 復興計画

基本
方針

復興計画

復興まちづくり計画

基本計画

実施計画

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度R2年度年度

第６次人吉市総合計画前期基本計画
総合計画

復興計画

復興
まちづくり
計画

第６次人吉市総合計画後期基本計画

復興計画（第１期） 復興計画（第１期）

復興基本方針

復興まちづくり計画

総合計画に一本化
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復興計画の体系は、「復興の基本方針」、「復興施策の３つの柱」、「基本施策」及び「未来につながるまち
づくり」で構成しています。

復興計画に掲げた課題解決に向けた取り組みを着実に進めることは勿論ですが、いかにして、私たち市民が一丸

となり明るい未来を描いていけるかどうかが、この地域全体に与えられた課題の本質であると考えています。

そこで、未来型復興の考え方をまとめました。

未来につながるまちづくり

復興計画は、以下の推進方針で行うこととしています。

復興計画の推進

人吉市復興計画体系図

復興計画工程

１ 被災者に寄り添った生活支援

２ 住まいの再建・確保

３ 暮らしを支える生活基盤等の復旧

４ 地域コミュニティの再生

５ 子ども達に向けた支援

1
被災者の

くらし再建と
コミュニティの再生

１ 商工業の再生・復興

２ 観光の再生・復興

３ 農業の再生・復興

４ 林業の再生・復興

５ 新たな産業や人材・雇用の創出

2
力強い

地域経済の再生

１ 災害に強い都市基盤づくり

２ 確実な避難を実現する仕組みづくり

３ 地域全体で災害に備える体制づくり

3
災害に負けない
まちづくり

1

安全・安心な
地域づくりに
向けた復興

2

未来への希望
につながる
復興

3

市民一丸
となって取り
組む復興

未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

基 本 方 針 基 本 施 策復興施策の3つの柱

R3年度R2年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度～

基本施策

未来につながるまちづくり

復興計画の進捗状況は、工程表として市のホームページで随時更新しています

１ 豊かな自然と歴史、文化が融合した住みたくなるまちづくり

２ 災害に強く生活の利便性を向上させる安全安心なまちづくり

３ 人吉らしさに溢れ、「ここに残りたい」が実現できるしごとづくり

４ 地域全体で人を呼び込むしごとづくり

未来型復興の基本的な考え方

01 協働による推進

02 国や県、他市町村等との連携・協力

03 復興財源等の確保 ／ 復旧・復興事業への重点化 ／ 国・県への働きかけ

04 進捗状況を踏まえたプランの見直し
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災害対応に関して検証を行いましたので、「総合的な評価の主な部分」を以下に示します（代表的内容以外や

「円滑に対応できた点」や「課題が生じた点」につきましては、記録・検証誌の本文をご参照ください）。

なお、災害対応の検証は、２０２１（令和３）年２月に各部署・関係機関へ依頼し取りまとめたものになります。

● 気象台、国交省、県など球磨川水害タイムライン等の関係者からの助言により、事前の対応準備を図ること
ができた。

● 国、県内外の自治体等からの支援・助言等により、出水時の対応を円滑に進めることができた。特に避難所
運営や人命救助等、人員が不足する中、積極的な支援により職員の負担が軽減した。

01 防災体制（事前準備と防災体制運営）

● 市として救助活動に携われる場面は限られるが、各防災機関との連携を密にするとともに、共同訓練など各
種訓練を計画的に行う必要がある。

● より迅速な対応を行うため、民間団体・組織との災害時応援協定の締結を検討する。

05 救助・捜索活動

● 住民の避難誘導、人命救助、土砂・流木撤去等災害対応のほか、防災情報の周知など、その活動内容は多岐
にわたり、地域住民に寄り添った活動ができた。

● 消防団員の人的被害は無く、指揮系統及びこれまでの訓練の成果と言える。

● 多くの部で市職員が消防団員を兼ねているため、今後の消防団員加入においても配慮を要するとともに、
消防団組織の再編についても、引き続き協議を行い、地域防災力の向上を図るとともに、より活動しやす
い環境整備を図る必要がある。

06 消防団体制

● 全体としては、県や受注業者の協力でスムーズな給食業務ができたところだが、コロナ禍など、これまでの
被災地とは違った災害の中で、市外からの人的応援要請などが厳しい中での災害対応として、その長期化も
視野に入れ、今後、地域住民と行政が一体となった対応が必要になるとともに、状況に応じて被災者の自
助、共助を促す日頃の情報共有や意識付けが重要になると考える。

08 避難者等の食事の調達・配布

● 当初は、床に敷くマットも足りない状況で不安な開設であったが、段ボールベッド、パーテーション等の導
入で、避難者の避難環境については、かなり改善されたのではないかと考える。

● 新型コロナウイルス感染症予防や食事も含め、健康管理には気を付ける必要があったが、最終的には応急仮
設等へのスムーズな移行を支援することが重要と考える。

● 全避難所共通理解・情報共有ができておらず、各避難所のルールがあった。

● 今回、避難行動要支援者のみならず避難所における要配慮者に対し、宿泊施設提供事業やホテル・旅館を避
難所として活用したことで、被災者における身体的ストレス等が軽減されたと考える。得られた課題につい
ては、今後、経験を活かし更なる要配慮者への対策を検討する必要がある。

07 避難所の開設・運営
● 発災当初の３日間程度は、停電、通信回線の遮断等の影響で市民への情報発信が十分ではなかったが、その
後は、外部機関の支援もあり、市民への情報伝達を行えた。

02 市民への情報伝達方法

● 出水期に向けて、樋門樋管等災害箇所の早期復旧を国、県へ要望するとともに、内水排除関連設備、備品の
早期復旧・購入を図るものとする。

● 幸いにして、現場で働くポンプ設置業者や樋門操作人に犠牲者が出なかったが、ライフジャケットの常備や
避難退避行動の研修教育も必要である。

04 内水排除対策

● 大柿地区や上薩摩瀬町住民の取組など、地域住民による積極的な避難誘導をされた事例もあったが、洪水の
起きた時間帯、これまでにない規模の大きさの影響により、防災行政無線が聞き取れなかったなどの理由に
より、避難行動が遅れた方がおられた。

● 災害発生直後は、話し合う場所・機会を失われたことで、情報共有も不足していたが、積極的な避難誘導の
事例もあり、今後に活かされていくと思われる。

● 避難行動において、一部では共助の事例があったが、全般的には共助の場面が十分ではなかった。

03 住民の避難行動
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〈 物資全般 〉
● 協力してくれた方々のおかげで日々不備なところは多々あったが何とか対応してきた。今後の物資保管、活
用等の検討が必要とされる。

● 国及び県からの支援及び一般企業、団体、市民等から多くの支援を得られたことは、これからの復興に向け
て確実に力となったことへの感謝の気持ちを市及び市民全体が持ち続けることができた。

〈 住居関連 〉
● 企業等からの支援申し出を起点に、基礎自治体としては繋ぎ役に徹した対応にならざるを得ないと考えてい
るが、被災者の住まい再建の過程に応じた限られた時間と人員の中での対応には限界がある。

09 備蓄及び支援物資

● 熊本市から事前に事例集などの提供があった。

● 受付開始後2週間ほど、熊本市から生活再建支援金業務に精通した職員の配置があった。そのため、相談窓
口では大きな混乱もなくスムーズに対応できた。

● 被災者台帳システムにしてもコールセンターにしても、熊本地震の経験をもとに活用することができた。

● 発災直後に対口支援による熊本市からの応援があったことにより、作業工程の全体感を把握したうえで被害
家屋調査の準備を整えることができた。

● 導入したシステムに関しても大きな問題はなく使い勝手もよかったが、導入までの期間が短く、十分な準備
をしてのスタートはできなかった。

● 短期間で調査から証明書交付まで行うことができ、大きなトラブルも少なかったことから全体的にはスムー
ズな事務ができたと考えられる。

13 被災調査・り災証明書の発行

● 建設型応急住宅の必要戸数は過不足なく整備できているものと判断している。

14 被災者の住宅対応

● 迅速な情報連絡員や行政体制調査・支援チームの派遣や躊躇することのない県職員の派遣など、熊本地震の
経験を踏まえた助言や機動性は、未曾有の大災害にみまわれた本市にとって、様々な対応の判断を行う際
に、大変心強いパートナーであった。

15 派遣職員の受援体制

● 現在策定している業務継続計画（ＢＣＰ）については、地震被害を想定したものに限定されていて、風水害
については、現行の地域防災計画書により対応となっており、今後見直しが必要となる。また、部門別行動
計画も策定中のため併せて策定する必要がある。

16 業務継続計画

● 特に新型コロナ対策を実施しながらの避難所運営は全国的にも初めてのことで、手探りで対応を行わざるを
得ない状況の中、各種団体からの助言には非常に助けられた。ただし、それぞれの団体ごとに情報収集に時
間がかかり、職員の拘束時間も多くなり職員の負担増につながった面があった。

● 今回の大規模災害時の医療活動に関しては、様々な支援団体からの協力、援助により、何とか医療活動を継
続できたが、上記のとおり様々な課題を把握・整理することができた。

● これらの課題の明確化を行うことができたことは成果の一つと考える。

10 医療・保健活動

● 災害廃棄物については、初動態勢で混乱を招きクレーム対応に追われたが、被災経験のある自治体等からの
助言もあり、フェーズ毎に大きなトラブルや事故もなく対応できた。特に仮置場の運営においては、被災自
治体での活動経験がある委託業者であったため、経験を生かし、ハード面の取り組みだけではなく、１日２
回の近隣道路の清掃を行う等、周辺住民に配慮した取り組みも行ったことで、次第に仮置場へのクレームも
減少した。
　今後の災害でも仮置場が必要な状況は起こり得るため、平時から熊本県産業資源循環協会との連携を密に
し、仮置場運営の細かなシミュレーションを行っておく必要がある。

● 公費解体については、受付業務において幅広い知識が必要とされるため、申請者に対して誤った情報を伝え
ないよう、必ず複数での対応を基本とし、トラブル防止に努めた。また、公費解体に関する周知が行き届か
ず、手付かずの被災家屋もあった事から、地域コミュニティ課と連携し所有者と連絡を取る等、対象者の掘
り起こしにも努めた。
　解体工事時においては、騒音や破損等で隣接所有者からクレームが入ることもあったが、丁寧な説明を続
けることで理解を得る事ができた。

11 災害廃棄物の処理

● 様々な団体等から支援をいただき、大きな問題もなくスムーズに運営ができた。

● 被災した方々の一日も早い生活再建をめざして総合支援を行う「地域支え合いセンター」を、令和２年１０
月３０日に設置し運営を開始した。

12 災害ボランティアの受入
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